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研究成果の概要（和文）：日本企業の輸出について、生産ネットワークを形成しているアジア地域への輸出を行
っている企業は生産性に優位性を持っている一方で、最終消費地である北米に輸出を行っている企業は価格力に
強みを持っていることを実証分析によって確認できた。また、輸出と為替レート変動の関係についても企業レベ
ルのデータを用いて分析し、日本の輸出の中心である機械、電子産業において為替レート変動が有意に影響を与
えており、企業の強みである生産性やマークアップによる差別化を行っても、それらの影響を吸収できていない
ことも示された。本研究により、政府の輸出促進政策に対して政策インプリケーションを得ることができた。

研究成果の概要（英文）：This research revealed that the Japanese exporting firms have different 
advantages between their productivity and markup. The exporters to the Asian region where they have 
formed the supply chain networks have their advantages on productivity while the exporters to the 
North America as the market for the main consumer market have their advantages on the pricing power.
 In addition, this study found that the exports of the machinery and the electronic industries that 
account for the large shares in Japan's exports are still responsive to  exchange rate changes, and 
the Japanese firms cannot absorb those impacts by their advantages in productivity and markups. This
 study give some policy implications to device further export promotion.

研究分野：生産性分析、国際貿易
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１．研究開始当初の背景 
研究代表者は 2007 年以降、独立行政法人経
済産業研究所で企業レベルの個票データを
用いた生産性の分析を行ってきた。また、
2010 年からはアジア開発銀行研究所におい
て、Willem Thorbecke 博士と共同で日本の
東アジアにおける生産ネットワークと貿易
の関係に関する研究を同時に進めてきた。こ
れらの研究を通じて、企業レベルの分析では
従来計測されてきた全要素生産性（TFP）を
技術的な生産効率としての生産性と価格力
に分解して分析することが企業の市場戦略
や市場構造を考慮した研究において重要で
あることを示し、集計データに基づく輸出の
分析では、産業ごとに異なる輸出の為替レー
ト変動への反応について分析することが重
要であることを示した。そのうえで、グロー
バル化が進む今日においてさらなる政策イ
ンプリケーションを得るために、これらの研
究を相互に結び付ける新たな研究として、企
業レベルのデータによる日本の生産ネット
ワーク分析を行う必要性が生じたことが本
研究の背景である。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、日本企業の輸出と企業の生
産性・価格力の関係について具体的には以下
の 2点について実証的に分析し、有効な政策
インプリケーションを得ることである。 
 
(1)日本企業の生産性、マークアップを推計し、
それらの輸出および輸出地域との関係につ
いて実証的に分析することで、輸出が具体的
にどのような企業戦略と結びついているか
を示す。 
 
(2)日本企業の生産性、マークアップを推計し、
輸出と輸出と為替レートの関係、および為替
レート変動の影響と生産性・価格力の関係に
ついて産業別に実証分析を行うことで、為替
レート変動の輸出への影響を明らかにし、ど
のような企業が為替レートの変動に対して
Resilientであるかを示す。 
 
３．研究の方法 
政府統計である企業活動基本調査、海外事業
活動基本調査を用いて、輸出市場と生産性、
マークアップの関係について回帰分析を行
った。また、輸出集約度と為替レート変動、
生産性、マークアップの関係についても回帰
分析により実証的に分析を行った。具体的に
は、前者については Pooled データについて
OLS による分析を行い、後者については、過
半数の企業が輸出を行っていないという観
察事実を考慮して Heckman 2 Stage 法による
分析を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 日本企業の輸出と生産性、マークアッ
プの関係について、政府統計である企業活動

基本調査を用いて、実証的に分析を行い、論
文を執筆した。具体的には、生産性、マーク
アップを輸出のダミー変数に回帰させるモ
デルで輸出プレミアムを推計し、有意な結果
を得た。また、生産性、マークアップをそれ
ぞれ輸出地域ダミーに回帰させるモデルを
推計し、アジア地域への輸出では生産性、マ
ークアップが有意に推計される一方で、北米
向け輸出については、マークアップのみが有
意に推計された。推計結果は以下の表に示さ
れている。 
 

 
(1) (2) (3) (4) 

variable productivity markup productivity markup 

     
Export 0.010*** 0.112*** 

  

 
(9.883) (20.75) 

  
Export + FDI 0.107*** 0.194*** 

  

 
(4.303) (19.74) 

  
Asia 

  
0.090*** 0.056*** 

   
(8.423) (9.272) 

NA 
  

0.027 0.082*** 

   
(1.042) (6.234) 

ROW 
  

0.085 0.021 

   
(0.202) (0.992) 

ASIA+NA 
  

0.125*** 0.165*** 

   
(7.282) (19.59) 

ASIA+ROW 
  

0.152*** 0.139*** 

   
(4.810) (8.683) 

NA+ROW 
  

-0.013 0.107* 

   
(-0.135) (1.921) 

Global 
  

0.106*** 0.260*** 

   
(4.533) (27.77) 

Constant -3.003*** 3.292*** -2.986*** 3.452*** 

 
(-20.71) (66.65) (-20.37) (66.75) 

N. Obs 117195 117195 117195 117195 

     
adj R 2  0.157 0.146 0.157 0.157 

  
Note:*** denotes the 1 percent significance. 
 
この結果は、サプライチェーンを構築してい
る味田地域向け輸出においては生産性が重
要なファクターであるのに対し、最終財の市
場である北米向け輸出においては製品差別
化による価格力が重要であることを示して
いる。本研究からは、輸出促進政策において、
画一的なサポートではなく、企業や産業の特
徴、特に輸出ターゲットの違いを考慮したき
め細かいサポートが重要であることが示唆
された。この研究は学会報告ののち査読付き
学術誌に掲載された。また、本研究の研究成
果については、Centre for Economic Policy 
Research の政策分析および提言サイトであ
る VOX でも紹介された。 
 
(2)日本企業の輸出と為替レート変動の関係
について、政府統計である企業活動基本調査、
海外事業活動基本調査の個票データを用い
て実証的に分析を行い、論文を執筆した。具
体的には、日本企業の輸出集約度（輸出/売
上高）を為替レート変動、企業レベルの生産



性、マークアップと回帰させたモデルを推計
し、輸出の中心となる機械、電子、輸送機械
産業において、為替レート変動が輸出に重大
な影響を与えており、生産性や価格力の優位
性によってそれを緩和することが困難であ
ることを実証的に示した。推計結果の一部は
以下の表に示されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Note：π, ω, μはそれぞれ為替レート、生産性、マー

クアップを示す 

 
本研究は、データ制約の問題からまだあまり
数の多くない企業レベルでの為替レートと
輸出の関係に関する実証的な研究を行い、リ
ーマンショック以降の円高局面においてみ
られた、為替レート変動と輸出パフォーマン
スの関係について、90 年代と異なりアジアに
構築したリジリエント生産ネットワークが
為替レート変動の影響を吸収するという見
解が実証的には支持されないことを示した。
本研究によって、集計データレベルではこれ
までも支持されてきた為替レートの安定性
が輸出において依然として非常に重要な役
割を持っているという主張の頑健性が企業
データのレベルでも確認された。本研究の成
果については、現在学術誌への投稿を計画し
ている。 
 
(3)実証的な輸出の分析を行うに際して、今
日までの貿易理論について整理する必要が
生じたため、特に今世紀に入って以降の、新
しい貿易理論についてサーベイを行った。本
サーベイでは、Melitz(2003)及びその拡張モ
デルについて解説しただけでなく、その実証
分析への応用についても調査を行い、主に理

論に合致した結果を得た多くの研究に加え、
中国など一部政府の輸出への関与の大きな
国においては理論の予測とは異なる結果が
得られたケースも併せて示した、また連携研
究者である福田勝文氏による貿易モデルの
成長理論への応用とその可能性についても
言及している。 
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